
２０２４年１月９日 

関越交通株式会社 

株式会社東武ストア 

 

関越交通株式会社（本社：群馬県渋川市、取締役社長：佐藤俊也、以下「関越交通」）、あかぎの観

光いちご園 須田いちご園（群馬県渋川市、園主：須田克利、以下「須田いちご園」、株式会社東武ス

トア（本社：東京都板橋区、取締役社長：木村吉延、以下「東武ストア」）は、関越交通の高速バス

「四万温泉号」の荷室スペースを活用し、須田いちご園の朝採れいちご（群馬県産、やよいひめ）を

都内の東武ストア勝どき店で販売する客貨混載事業を、２０２４年１月１１日（木）より３月中旬ま

での火・木・土曜日に実施します。 

 

本取り組みは、園主自らが当日の朝収穫したいちごを、関越

交通の高速バスに乗せて運行、終点の東雲車庫から回送する際

に東武ストアへ配送します。これにより、朝採れいちごが当日

の夕方以降、店舗に陳列されお客さまへ提供されます。 

これまで高速バスで片品村の高原野菜を東武ストアで販売す

る事業を２０２１年から３年連続で実施した結果、多くのお客

様から好評を得たことから、新たに「樽のいちご」の客貨混載

を試験的に実施することといたしました。 

 

 

本事業により関越交通は地域間を結ぶ新たなつながりを生み

出し、須田いちご園では東京都でのＰＲや販路開拓、東武ストア

ではお客様サービスの向上や他店舗との差別化等を図ることが

できます。また、地域活性化や既存高速バスのルート活用による

環境負荷への配慮等、様々な面でサステナブルな社会の構築にも

寄与していきます。今後も三者で連携し継続実施に向けた検討を

行ってまいります。 

 

 

 

■事業の概要 

               

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

渋川市「赤城町樽のいちご」を 
高速バス「四万温泉号」で直送し、 

東武ストア勝どき店で販売する客貨混載を実施！ 
～朝採れいちごが当日の夕方店頭に並びます！～ 

須田いちご園 

朝採れのやよいひめ（出荷） 

東雲車庫到着後 

回送 

渋川駅バス停 

(いちご積載) 

東武ストア店舗前にて荷下 

東武ストア店舗にて販売 

▲須田いちご園 園主 須田克利 

高速バス四万温泉号 時刻

四 万 温 泉 発 10:45

月 見 橋 発 10:46

山 口 発 10:47

温 泉 口 発 10:48

沢 渡 温 泉 入 口 発 11:00

中 之 条 駅 入 口 発 11:10

小 野 上 温 泉 発 11:22

渋 川 駅 発 11:48

― －

川 越 駅 西 口 着 13:40

東 京 駅 日 本 橋 口 着 15:00

東 雲 車 庫 着 15:25

↓

東武ストア勝どき店 着 15：40頃



 

事業の取り組み詳細 

 

１ 期  間   ２０２４年１月１１日（木）～３月中旬までの火・木・土曜日 

        ※ いちごの生育状況により実施期間を変更する場合がございます。 

２ ね ら い    ・関越交通  ： 地域間を結ぶ、新たな収益源による路線網維持を図ります。 

・須田いちご園： 東武ストアでの販売による地域のＰＲや販路の開拓を図ります。 

・東武ストア：お客様サービスの向上や地域の他の店舗との差別化を図ります。 

３ 配送ルート ◆須田いちご園が朝採れいちごを「渋川駅」停留所へ持ち込み、積載 

◆関越交通 高速バス「四万温泉号」（四万温泉～渋川駅～東京駅～東雲車庫） 

「渋川駅」バス停 11：48発 →（客貨混載: 約 150km） 

           → 東雲車庫（東京都江東区）   15：25着  

→ 回送（勝どき店約 4km） 

→ 東武ストア勝どき店到着（予定 15：40） 

４ 販売店舗   東武ストア 勝どき店 東京都中央区勝どき 3-5-5 

                営業時間 朝 8時～深夜 12時  

５ 樽のいちご ・渋川市赤城町樽地区は観光いちご園が並ぶ、群馬県内でも有数の苺の産地です。 

なかでも須田いちご園の、高設土耕栽培システム(有機栽培)で、地下 93mから湧き出

すミネラルたっぷりの水で育った苺はほかでは味わえません。 

・「やよいひめ」は群馬県産のサイズが大きめないちごで、果皮の色は少しオレンジが

かった明るめの赤色。甘味が強くてまろやかな酸味があり、風味がよいです。 

      

＜参 考＞【関越交通㈱の客貨混載事業について】 

  関越交通株式会社ではヤマト運輸株式会社と、２０１８年１０月１６日（火）より群馬県沼田市と

同県利根郡片品村間で、路線バスを活用し宅急便を輸送する「客貨混載」を開始しました。本取り

組みにより、関越交通は宅急便輸送による新たな収入源が生まれ、ヤマト運輸ではセールスドライ

バーの走行時間が減り現地での滞在時間が増え、お客さまのご要望にお応えしやすくなりました。  

２０１９年５月１日（水）からは、同地域にて客貨混載の便を 1便加え、さらに、２０１９年５月

１７日（金）からは、渋川～伊香保温泉エリアでの「手ぶら観光サービス」実施にあたり、客貨混

載事業を新たに活用しています。 

【参考】 

2018年 10月 16日開始事業  http://www.yamato-hd.co.jp/news/h30/h30_65_01news.html 

 2019年 5月 17日開始事業   https://www.yamato-hd.co.jp/news/2019/news_190513.html 

以 上 

 

 

このニュースリリースのお問い合わせは、下記までお願いします。 

関越交通㈱ 企画部 0279－22－2020   ㈱東武ストア 人事・総務部 03－5922－5111 

 

http://www.yamato-hd.co.jp/news/h30/h30_65_01news.html
https://www.yamato-hd.co.jp/news/2019/news_190513.html

